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フォールバックストラテジー – 戦略 

戻すためのオプションを評価し、テストせずにアップグレード 
または移行を開始することはしない... 
完全なRMAN のオンラインバックアップは常に必須です 
明確にする必要があること 

– フォールバック要件 minutes /hours / days 
– アップグレード中のハプニングの問題をどう扱うか 
– アップグレード後の問題をどう扱うか hours / days 
– COMPATIBLE の変更のための余分なダウンタイムがとれるか？ 

 
 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 4 

パラメータ COMPATIBLE 

Oracle Database 12c のCOMPATIBLE 最小値: 11.0.0 
– 11.0.0 と11.1.0 は同等 
– 推奨 

 アップグレード後7-10 日でCOMPATIBLE を変更 
 しかし、COMPATIBLE の変更は、DB再起動が必要 

– SQL>  
– COMPATIBLE は戻すことができない 

 
 

alter system set compatible='12.1.0' scope=spfile; 

COMPATIBLE は≥11.0.0 に設定しなければならない  

ダウングレード可能 
COMPATIBLE は11.x.y のままにすることが可能  



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 5 

フォールバック・ストラテジ – アップグレード中の問題 

 
 
 

 

 

常にRMAN で完全なオンラインバックアップを取得 

No Yes 

COMPATIBLE パラメータを変更する? 

すべてのデータ表領域を 
READ ONLY に設定し、 

SYSTEM、SYSAUX、UNDO、 
一時表領域、REDOログ、制御ファイルの

オフラインバックアップを取得 
 

≥ 11.0 

フラッシュバック・データベース 
の保証付きリストアポイント 

を作成 

オンラインバック
アップの 

リストア・リカバリ 

保証付きリストア 
ポイントへ 

フラッシュバック 

シャットダウンし、オフラインバック
アップファイルをリストアし、 

移行元の環境で起動 

Yes 
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フォールバック:  
オンラインバックアップ 
バックアップのリストア 

– 完全なオンラインバックアップ (RMAN) 
– 次の点を確認 

バックアップを保存する場所は？テープ？ HDD？オフサイト... 
 リストアは正常に機能するか？ 
 リストアにどれくらい時間がかかるか？ 
 リカバリにどれくらい時間がかかるか？ 

– 推奨 
 どんな場合でも、有効なオンラインバックアップを持つ 
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フォールバック:  
オフラインバックアップ 
部分的なオフラインバックアップのリストア 

– すべてのデータ表領域を読取り専用モードにする 
 この部分がダウンタイム! 

– IMMEDIATE モードでデータベースをシャットダウンする 
– SYSTEM, UNDO, TOOLS, SYSAUX, XDB, DRSYS, ODM の 
データファイルと制御ファイル、REDO ログをコピーする 
 ユーザー表領域に存在する可能性のあるAQオブジェクトに注意 

– もし失敗した場合 
 シャットダウンし、全ての部分的なバックアップファイルコピーを戻す 
旧環境で起動し、TEMP を再作成する 

– 利点 
高速かつ簡単。さらにCOMPATIBLE を変更可能 
推奨: とても大きなデータベース、あるいは完全なバックアップの 
ための十分な領域が無い場合に、このテクニックを使用 
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フォールバック: リストアポイント 

保証付きリストアポイントへフラッシュバック 
– COMPATIBLE は変更不可能 

 
 

 
 

 
 

アップグレード前の環境 アップグレード後の環境 

CREATE RESTORE POINT grpt 
GUARANTEE FLASHBACK DATABASE; 

SHUTDOWN IMMEDIATE 

STARTUP MOUNT; 

FLASHBACK DATABASE TO RESTORE 
POINT grpt; 

SHUTDOWN IMMEDIATE 

STARTUP MOUNT; 

ALTER DATABASE OPEN 
RESETLOGS; 

DROP RESTORE POINT grpt; 

アップグレード 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 9 

フォールバック・ストラテジ – アップグレード後の問題 

アップグレード後にRMAN を使用して再度完全なオンラインバックアップを取る 

No Yes 

COMPATIBLE パラメータを変更する? 

≥ 10.2 

移行元のリリースへ変更
データを取得/適用するた
めにOracle GoldenGate

を使用 

catdwgrd.sql を使用して 
ダウングレードし、 

catrelod.sql を使用し 
移行元のリリースへ戻す 

元環境の空データベース
へデータをインポートする
ためにData Pump を使用 

Yes 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 10 

フォールバック: Data Pump  

expdp / impdp による10.x へのダウングレード 
– MOS Note:553337.1 
– アップグレード前の状態に戻さなければならなくなった場合、インポート
用に空のデータベースを用意する 
次に 

– VERSION パラメータをターゲットデータベースの
COMPATIBLE 設定に合わせて12.1 のデータベースホームか
らexpdp を実行 

– ターゲットデータベースホームからimpdp を使用してインポート  
– 同様に、NETWORK_LINK をダウングレードに使用可能 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=BULLETIN&id=553337.1
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フォールバック: GoldenGate 

 Oracle GoldenGate でのダウングレード 
– バージョンに非依存 

移行元 

1 

2 

“ダウングレード” 

アップ 
グレード先 

データベース 
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フォールバック: ダウングレード 

 catdwgrd.sql によるダウングレード 
– MOS Note:883335.1 とMOS Note:443890.1 
– 下記バージョンからダウングレード可能 

 Oracle 11.1.0.7 
 Oracle 11.2.0.x 

– COMPATIBLE は変更しない 
– ノート 

 RAC / ASM 環境では、Grid Infrastructure は必ずしもサーティフィケーションに依存してダウン 
グレードしてはいけない 

 もしXML データベースがアップグレード前に存在しない場合、ダウングレード中に削除される 
 EM Database Control リポジトリはアップグレード中に削除される。そしてダウングレードすること
はできない 

 もしLabel Security あるいは Database Vault が存在する場合、olspredowngrade.sql はダ

ウングレード開始前に実行されなければならない 
 タイムゾーンはダウングレードすることができない – 従って、より高いTZバージョンがダウングレー
ドより前の元データベース環境へインストールされていなければならない。 

 更なるステップは、アップグレードガイド チャプター6.4をご覧ください 

 
 

 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=PROBLEM&id=883335.1
https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=PROBLEM&id=443890.1
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フォールバック: ダウングレード 

 catdwgrd.sql によるダウングレード 
– Oracle Database 12c 環境 

 
 
 
 

– Oracle Database 11g 環境 
 
 

 

SQL> SPOOL /tmp/downgrade.log 
SQL> STARTUP DOWNGRADE 
SQL> @catdwgrd.sql 
SQL> SPOOL OFF  

SQL> STARTUP UPGRADE 
SQL> SPOOL /tmp/reload.log 
SQL> @catrelod.sql 
-- The catrelod.sql script reloads the appropriate version of 
-- all of the database components in the downgraded database. 

SQL> SPOOL OFF  
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Oracle Database 12c 

5年以上の開発  
500 以上の新機能 
年間2,500 人以上の開発者 
テストに使用した3,000 以上のシステム 
日々実行される100 万以上の機能テスト 
120 万時間以上のストレス・テスト 
 

開発部門の取組み 
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セキュリティ & コンプライアンス 

ビッグ・データ 

統合 

データ最適化 

アプリケーション開発 

高可用性 

イン・メモリ 

パフォーマンス & スケーラビリティ 

データ・ウェアハウス 

クラウドへ接続 
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新機能 
 

 ILM & 圧縮 
 最高の可用性 
 何百もの機能強化 
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ILM: ホット / コールド・データの分類 

拡張されたデータ利用の洞察: “ヒートマップ” 

最近挿入された、 
頻繁に更新された 稀に更新された、  

頻繁に問合せされた 

長期間分析、企業ポリシーや規則の
順守のために保持 

アクティブ 

頻度の高い 
アクセス 

非アクティブ 

 最新の読込み、更新状況に関する 
行やセグメントレベルの統計 
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ヒートマップ 
追跡対象 

 

アクティブ 

 

頻度の高い 
アクセス 

頻度の低い 
アクセス 

 

非アクティブ 

• データベースの“ヒートマップ” 
• データベースレベルのヒートマップは 
どの表やパーティションが使用されているかを表示 

• ブロック・レベル・ヒートマップは 
ブロック・レベルでの最終変更を表示 

• まとめ 
• セグメント・レベルは読み書き両方を表示 
• フルスキャンから索引検索までを識別する 
• DDL もしくは表再定義は、自動で統計収集を除外する 

SQL> alter system set parameter heat_map='ON'; 
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表 / パーティションもしくはブロックの 
ヒートマップ 
 “セグメント”レベルの追跡  “行”レベルの追跡 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 21 

ヒートマップ 
将来のEnterprise Manager 画面 – 開発中 
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ILM: 自動圧縮と移動 

 利用状況ベースとカスタムによる圧縮と移動 

ALTER TABLE orders 
ILM ADD CompressionPolicy  
COMPRESS Partitions for Query 
AFTER 90 days from creation; 

ALTER TABLE sales  
ILM ADD MovePolicy 
TIER Partitions TO ‘Archive_TBS’  
ON OrdersClosedPolicy; 
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新機能 
 

 ILM & 圧縮 
 最高の可用性 
 何百もの機能強化 
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最高の可用性 

Active Data Guard Far Sync 
他のData Guard 強化点 
RMAN 強化点 
ASM とRAC 
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ゼロ・データロスへの挑戦 

遠距離だと、パフォーマンスへの影響が大きくなる 
 

ゼロ・データロスとパフォーマンスのトレードオフ 

プライマリ スタンバイ 

Commit 

Commit Ack 

Network Send 

Network Ack 
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Active Data Guard Far Sync 

 Far Sync はとても軽い 
– スタンバイ・制御ファイル、REDO ログ・ファイル、アーカイブREDO ログ・ファイル 
– データ・ファイルなし、メディア・リカバリなし、Oracle Database ライセンス必要なし 

 SLA が“同期”レプリケーションを許容可能な離れた距離に配置 
 プライマリにとってFar Sync インスタンスは、他のData Guard 宛先の 
ように見える 

妥協なしの完璧なデータ保護 

プライマリ 
リモート・ 
スタンバイ 

Far Sync 
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Active Data Guard Far Sync 

 Far Sync はプライマリから同期でREDO を受信 
 Far Sync はリモート・スタンバイへ非同期でREDO を送信 

– 最大29までのリモート宛先をサポート 
– ネットワーク圧縮も可能 (Advanced Compression Option) 

 Far Sync のためのHAを実装するいくつかのオプション 
– Far Sync インスタンスはOracle RAC で構成可、セカンダリFar Sync インスタンスを 

代替宛先として構成可、またはリモートスタンバイを代替宛先として構成可  
（図示せず） 

Redo 転送をどのように実現するか？  
 

リモート・ 
スタンバイ 

ASYNC SYNC 
Far Sync 

プライマリ 
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Active Data Guard Far Sync 

 Far Sync は全てのコミットされたトランザクションのためにREDO を持つ 
 リモート・スタンバイ・データベースはFar Sync インスタンスからの 
全てのREDO を受信する 

プライマリがダウンした場合にどう動作すべきか？ 

リモート・ 
スタンバイ 

ASYNC 

プライマリ 

Far Sync 
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Active Data Guard 12c Far Sync 

 リモート・スタンバイへの単一ステップ、ゼロ・データロス・フェイルオーバー 
– Far Sync は構成がゼロ・データロス状態であることを確認 
– リモート・スタンバイはプライマリになる – マニュアルまたはファスト・スタート・ 

フェイルオーバーを使用して自動 
– Data Guard 構成に関しては、同じフェイルオーバーコマンド 

 スイッチオーバーは透過的 – どんな構成にも使用されるのと同様のコマンド  

ロール変換はどのように動作するか？ 

新プライマリ 
単一ステップのロール変換 

プライマリ 

Far Sync 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 30 

ADG Far Sync 構築 

少なくともマウントされたプライマリを使って制御ファイルを作成 
 プライマリを使ってサーバー・パラメータ・ファイル (SPFILE) をコピー 

– 複数の初期化パラメータはFar Sync のために変更されなければならない 
 Far Sync インスタンスに制御ファイルをコピー 

– スタンバイREDO ログ・ファイルの作成 
 Far Sync の開始 

シンプルで軽い 
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ADG Far Sync 
例えば、New York  London  

プライマリ 
New York 

スタンバイ 
London 

Far Sync 
インスタンス 

SYNC 

ASYNC 
 

（圧縮） 

ゼロ・データロス 
フェイルオーバー 
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ADG Far Sync – フェイルオーバー後 
例えば、London  New York  

スタンバイ 
New York 

プライマリ 
London 

Far Sync 
インスタンス 

SYNC 

ASYNC 
 

（圧縮） 

ゼロ・データロス 
フェイルオーバー 
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最高の可用性 

Data Guard Far Sync 
他のData Guard 強化点 
RMAN 強化点 
ASM とRAC 
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Data Guard Real-Time Cascading 

プライマリ スタンバイ1 スタンバイ2 

 Oracle 12.1 
 スタンバイ1がREDO を受信しながら、スタンバイ2へリアルタイムに 

転送: ログ・スイッチのための伝播遅延なし 

 スタンバイ2は読取り専用検索 / レポーティング・オフロードのための 
最新技術 

SYNC かASYNC ASYNC 

 目的: 伝播遅延の排除 
 Oracle 11.2 では 

 スタンバイ1は、スタンバイ2へログがアーカイブされてからREDO が
送信される前、ログ・スイッチまで待つ 
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Data Guard Fast Sync 

最大可用性のための本番環境へのインパクトを削減 

 
Primary Standby 

Redo 
Logs 

Standby 
Redo 
Logs 

Commit 

Commit 
Acknowledge 

Commit 

Commit 
Acknowledge 

Primary Standby 

Redo 
Logs 

Standby 
Redo 
Logs 

 SYNC モード: スタンバイ・REDO ログ
が書かれる前にリモートサイトがREDO 
の受信を応答する 

 プライマリにおけるコミットのレイテンシ
の削減 

 

LOG_ARCHIVE_DEST_3='SERVICE=
stby1 SYNC NOAFFIRM' 

Acknowledge 
       returned on receipt 
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最高の可用性 

Data Guard Far Sync 
他のData Guard 強化点 
RMAN 強化点 
ASM とRAC 
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バックアップからのきめ細かい表リカバリ 

 RMAN バックアップから1つもしくは複数
の表（最新もしくは古いバージョン）を 
リカバリするためのシンプルなRECOVER 
TABLE コマンド 
 マニュアルでのリストア、リカバリ & 

export に関連する時間や複雑性を排除 
– 表領域全体の中身の代わりに、個々の

表のきめ細かいポイント・イン・タイム・ 
リカバリが可能 

– Oracle Data Pump のダンプファイルへ
リカバリされた表をリストア 

– 任意でダンプ・ファイルのインポートと
ターゲット・データベース内での表の 
リネーム 

 

RMAN  
Backups 
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クロス・プラットフォーム・バックアップ & リストア 

プラットフォーム移行の手順をシンプルに 
マルチプル・増分バックアップで読取り専用のインパクトを最小限
に 

 

プラットフォーム移行をシンプルに 
– メタデータにData Pump、データ・ファイルにバックアップ・セットを使用 

バックアップをリストア 
（オプションで 
エンディアン、 

メタデータ・インポート） 

移行元データベース (AIX) 

ディスク / テープへ 
バックアップ 

（データファイル、 
オプションでエンディアン 

変換、 
メタデータ・エクスポート） 

移行先データベース (Linux) 
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最高の可用性 

Data Guard Far Sync 
他のData Guard 強化点 
RMAN 強化点 
ASM とRAC 
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ASM 概要 
Oracle Database 11.2 もしくはそれ以前 

ASM Cluster Pool of Storage 

Node2 

Disk Group B Disk Group A 

Node3 Node5 Node4 

共有ディスク・ 
グループ 
 
広いファイル・ 
ストライピング 
 

ASM インスタンス
とサーバーの1対1
のマッピング 

Node1 

ASM Instance 

Database Instance 

ASM Disk 

RAC Cluster 

DBA DBA DBB DBB DBC DBB 

ASM ASM ASM ASM ASM 
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Oracle ASM 12c – 概要 
Oracle ASM 12c 標準的な配置 

ASM Cluster Pool of Storage 

Disk Group B Disk Group A 共有ディスク・ 
グループ 
 
広いファイル・ 
ストライピング 

ASM インスタンス
とサーバーの1対1
のマッピング 

ASM Instance 

Database Instance 

ASM Disk 

RAC Cluster 

Node4 Node3 Node2 Node1 Node5 
ASM ASM ASM ASM ASM 

ASM Instance 

Database Instance 

DBA DBA DBC DBB DBB DBB 
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Oracle Flex ASM の導入 
1対1マッピングとHAの排除 

ASM Cluster Pool of Storage 

Disk Group B Disk Group A 共有ディスク・ 
グループ 
 
広いファイル・ 
ストライピング 
 

データベースは
ASM インスタンス
を共有 

ASM Instance 

Database Instance 

ASM Disk 

RAC Cluster 

Node5 Node4 Node3 Node2 Node1 

Node5 
runs as 
ASM 
Client to 
Node4  

Node1 
runs as 
ASM 
Client to 
Node2  

Node1 
runs as 
ASM 
Client to 
Node4  

Node2 
runs as 
ASM 
Client to 
Node3  

ASM ASM ASM 

ASM Instance 

DBA DBA DBC DBB DBB DBB 
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Flex ASM 

リモート・アクセス 
– 以前のバージョンでは、ASM クライアントはASM への接続に 

OS認証を利用 
 ASM クライアントとサーバーが常に同一サーバー上に存在した 
ため 
 

– Oracle Database 12c では 
 ASM クライアントとASM サーバーは異なるサーバー上に存在 
することが 

– ASM クラスターが構成される際にデフォルト構成が作成 
される 
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Oracle Database 12c 以前のバージョンのサポート 
Oracle Database 12c 以前のバージョンはローカルASM 
インスタンスが必要 

ASM Cluster Pool of Storage 

Disk Group B Disk Group A 

ASM Instance 

Database Instance 

ASM Disk 

RAC Cluster 

Node5 Node4 Node3 Node2 Node1 
ASM ASM ASM 

DBA DBA DBC 

ASM ASM 

11g
DB 

11g
DB DBB DBB DBB 

共有ディスク・ 
グループ 
 
広いファイル・ 
ストライピング 
 

データベースは
ASM インスタンス
を共有 
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Flex ASM 

他のFlex ASM 機能 
– ディスク・グループの最大数が511 へ増加（以前は63） 
– ASM ディスクのリネーム・コマンド 
– ASM インスタンスのパッチレベル検証  

パッチレベル検証はローリングパッチ適用中は不可能 
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 Oracle Flex Cluster 
 高可用性クラスタ・トポロジ・ベースの新しい

Oracle Clusterware 

 クラスタ・ノードの2つのタイプを活用:  
 ハブ・ノード  

 従来型のノード、ネットワークとストレージ経由でしっかり
と連結し、IOの集中するワークロードに使用 

 軽量スタックの新しいタイプのノード 

 自身の障害やハートビート設定を保持 

 共有ディスクへの直接の接続性を要求されない 

 プロセッシング処理中心の（アプリケーション）ワーク 
ロードに使用 

Oracle Flex Cluster
アプリケーションのためのより良いHAクラスタ 

Hub Nodes 

Rim Nodes 
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新機能 
 

 ILM & 圧縮 
 最高の可用性 
 何百もの機能強化 
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何百もの機能強化 

 32K Varchar, NVARCHAR, RAW types 
 Cross-platform RMAN Backup and Restore 
 Move Data File Online 
 Application Continuity 
 Transaction Guard 
 Oracle Spatial and Graph 3D Streaming 
 Data Pump Export View as Table 
 Advanced Index Compression 
 Real-Time Database Operations Monitoring 
 Query Filter Cache 
 Concurrent Statistics Gathering 
 In-Database MapReduce 
 Global Data Services 
 Adaptive Execution Plans 
 Temporal Database 

 IDENTITY Columns 
 Data Redaction 
 Invisible Columns 
 Database Entitlement Analytics 
 Database Vault Persistent Protections 
 Flex Clusters 
 Clonedb Thin Provisioning 

多くの領域における主な新機能 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 49 

データファイルのオンライン移動 
オンラインでのデータファイルのリネームまたは移動 

– ストレージからストレージ、またはASM へ移動 
– 例 

 リネーム 
 
 

移動 
 
 

 コピー 
 
 

 ASM への移動 

 

ALTER DATABASE MOVE DATAFILE '/data/user1.dbf' TO 
'/data/user001.dbf'; 

ALTER DATABASE MOVE DATAFILE '/data/user1.dbf' TO 
'/test/user1.dbf'; 

ALTER DATABASE MOVE DATAFILE '/data/user1.dbf' TO 
'/test/user1.dbf' KEEP; 

ALTER DATABASE MOVE DATAFILE '/data/user1.dbf' TO 
'+DATA/data/datafile/user1.dbf'; 
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新しいロール – 最小の権限 

SYSDBA は常に全ての権限を持っている 
– タスクに依存した新しいロール 

 RMAN 
– SYSBACKUP 

 Data Guard 
– SYSDG 

 TDE のウォレット管理者 
– SYSKM 
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IDENTITY 

例 

CREATE TABLE t1 
(id NUMBER GENERATED AS IDENTITY, 
 first_name varchar2(30)); 
INSERT INTO t1(first_name) values ('Hugo'); 
 
ID    FIRST_NAME 
----- ------------ 
1     Hugo  

CREATE TABLE t2 
(id NUMBER GENERATED BY DEFAULT AS IDENTITY 
   (START WITH 100 INCREMENT BY 10), 
 first_name varchar2(30)); 

Id列がいつもOracle によって追加される表を作成 

提供されない時にId列がOracle によって追加される表を作成 
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行制限 
例 

SELECT employee_id, last_name 

  FROM employees 

  ORDER BY employee_id 

  FETCH FIRST 5 ROWS ONLY; 

SELECT employee_id, last_name, salary 

  FROM employees 

  ORDER BY salary 

  FETCH FIRST 5 PERCENT ROWS WITH TIES; 

最初の5行のみSelect 

行の最初の5%と給与の最も低い5%に並ぶ結果をSelect 
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32K VARCHAR2 / NVARCHAR2  

例 

ALTER SYSTEM set MAX_STRING_SIZE=EXTENDED scope=SPFILE; 

CREATE TABLE Applicants 
(id NUMBER GENERATED AS IDENTITY, 
 first_name varchar2(30), 
 last_name varchar2(30), 
 application date, 
 CV varchar2(32767) 
); 

Oracle Database 12c では、32k のサポートが可能  

32k varchar2 で、表作成 

SHUTDOWN IMMEDIATE 
STARTUP UPGRADE 
@?/rdbms/admin/utl32k.sql 
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Enterprise Manager Express 
   

このタブは、 
Diagnostic & Tuning 

Pack が必要 

メニュー 
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Enterprise Manager Express 

EM ExpressにおけるHTTP port の設定 
– init.ora / spfile（デフォルト設定） 

 dispatchers=(PROTOCOL=TCP)(SERVICE=sample XDB)  

– EM Express の利用port の確認 
 SQL> select DBMS_XDB_CONFIG.getHTTPport() from dual; 

– SQL> select DBMS_XDB_CONFIG.getHTTPSport() from dual; 

– 新しいport の設定 
 SQL> exec DBMS_XDB.setHTTPport(5500); 

– SQL> exec DBMS_XDB.setHTTPSport(8080);  

– Web ブラウザからEM Express の新しいport へのアクセスを確認 
 http://database-hostname:port/em 

– http://localhost:5500/em 
– CDB とすべてのシングルのPDB に対し異なるport の設定を実施 
する必要があります 

 
 

http://localhost:5500/em
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Enterprise Manager Cloud Control 12c 

既にリリースされている“Enterprise Manager For Oracle 
Database (DB) 12.1.0.3” をEMのSelf-Update より 
インストールします 

– Oracle Database 12.1.0.1 をサポート済 
– 動作中のCDB、PDB を自動的に検出します 
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Enterprise Manager Cloud Control 12c 

検出されたOracle Database 12c の例 
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Soc. Sec. # 
115-69-3428 

DOB 
11/06/71 

PIN 
5623 

Policy  
enforced 
redaction of 
sensitive data 

極秘データのリダクション 
アプリケーションデータを動的にマスキング 

Call Center 
Operator 

Payroll 
Processing 
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052-51-2147 XXX-XX-2147 

リダクション 
サポートされる変換例 

格納データ 変換結果 

10/09/1992 

tim.lee@acme.com [hidden]@acme.com 

4451-2172-9841-4368 4943-6344-0547-0110 

全体 

部分 

正規表現 

ランダム 

01/01/2001 
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リダクション 
ポリシーに基づく変換 

DBMS_REDACT.ADD_POLICY( 
  policy_name   => 'Redact Customer PII', 
  object_schema => 'CALLCENTER', 
  object_name   => 'CUSTOMERS', 
  column_name   => 'DOB', 
  expression    => 
'SYS_CONTEXT(''USERENV'',''CLIENT_IDENTIFIER'') 
!=''SUPERVISOR04''', 

  function_type => DBMS_REDACT.FULL); 

リダクションは実行時の条件をもとに振る舞いを決めることが
可能 
 データベースの実行環境 – ユーザ、ロール、セッション、client IP、認証のタイプ… 
 アプリケーションのコンテキスト – App user, app role, app identifier, APEX のV() やNV() 関数 
 Label Security でのコンテキスト – User session label 
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リダクション 
透過的なアプリケーションからの利用 

一般的に利用されるOracle Database のデータ型をサポート 
データ型とオプションの書式を維持 
データベースのキャッシュやバッファ、ストレージ内のデータは
変更しない 

– 変更されるのは表示のみ 

表示は変更されるが、実行計画は変更されない 
アプリケーションのソース・コードや設定変更はほとんど発生
しない 
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Hands-On-Lab – Part 4 
データベースの微調整 
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HOL – Part 4            

作業内容 
– PDB1 のパラメータ変更： MAX_STRING_SIZE=EXTENDED 

 V$SYSTEM_PARAMETER で変更内容を確認 
– すべてのPDB を含むCDB12 でMAX_STRING_SIZE=EXTENDED 
に変更 
 PDB2 で4,000 bytes より大きなカラムをもつテーブルを作成する 
ことで確認する 

– 新しいEM Express を構成し、スタート 
– PDB2 のSYSTEMS の表領域のデータファイル名を変更 
– その後、プラガブル・データベースPDB2 を削除 (DROP) 
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Now, You Be The Expert! 
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パフォーマンス管理 

ラップアップ 

一般的な準備手順 

Upgrade & Migration 事例 

フォールバックストラテジー 

はじめに & 概要 

Oracle 12c 新機能 
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パフォーマンス・チェックリスト 

準備 

プラン・スタビリティ 

テストのパフォーマンス 

パフォーマンスの 
最適化 

 メンテナンス時間帯の調整 
 統計の保持期間の設定 
 増分統計の設定 
 メモリとオプティマイザのパラメータ調整 
 AWR, ASH およびADDM の設定 

 実行計画の維持と転送 

 一般的なテストのガイドライン 
 Real Application Testing 

 パフォーマンスに関する新機能 新機能の適用 

 システム統計 
 自動チューニング・アドバイザ 
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アップグレード後に実施すること 

デフォルトのメンテナンス・ウィンドウの調整 
– SQL> select CLIENT_NAME, STATUS from DBA_AUTOTASK_CLIENT; 
 

 

 

 

 Default weekday windows run from 10pm to 2am (4 hours) 
 Default weekend windows run from 6am to 2am (20 hours) 
 Resource Manager is active 

業務の要件に合わせたウィンドウに調整 

 SQL> exec DBMS_SCHEDULER.SET_ATTRIBUTE( 
      'MONDAY_WINDOW','REPEAT_INTERVAL', 
      'freq=daily;byday=MON;byhour=05;byminute=0; bysecond=0'); 
SQL> exec DBMS_SCHEDULER.SET_ATTRIBUTE( 
      'MONDAY_WINDOW','DURATION',numtodsinterval(2,'hour')); 
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アップグレード後に実施すること 

統計保持期間の構成 
– デフォルトではオブジェクトの統計は31日間保持される 
– データはSYSAUX 表領域に格納される 
– 現在の領域の使用量を確認 

 SQL> select SPACE_USAGE_KBYTES/1024 MB from 
V$SYSAUX_OCCUPANTS where OCCUPANT_NAME='SM/OPTSTAT'; 

– 現在の設定を確認 
 SQL> select DBMS_STATS.GET_STATS_HISTORY_RETENTION 
from DUAL; 

– 設定の調整 （設定変更例: 10日） 
 SQL> exec 
DBMS_STATS.ALTER_STATS_HISTORY_RETENTION(10); 
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アップグレード後に実施すること 

増分統計収集の構成 

– 特定のパーティション化テーブルに適切かつ使いやすく 

– 特定のテーブルにのみ設定 
SQL> 

 

利用中のパーティションのみ統計を収集 
– それらのテーブルの統計の収集ではGRANULARITY パラメータに 
AUTO を設定する 

 それにより、パーティション化テーブルの統計情報収集の実行時間
は早くなる 

– 全体的な設定 
SQL>  
 
 
 

 

exec DBMS_STATS. 
   SET_TABLE_PREFS('SH','SALES','INCREMENTAL','TRUE');  

exec DBMS_STATS.SET_GLOBAL_PREFS('INCREMENTAL','TRUE');  
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Sysaux Tablespace 

アップグレード後に実施すること 

増分統計 

 

 

 

 

Sales Table 

May 22nd 2008 

May 23rd 2008 

May 18th 2008 

May 19th 2008 

May 20th 2008 

May 21st 2008 

パーティション単位の統計の収集
と synopsis（概要）の作成  

グローバル統計はパーティション
単位の統計と概要より生成 

 

May 24th 2008 

 テーブルに新しい 
パーティションを追加し、
データをロード 

新しいパーティションのパーティション 
統計を収集 

 
 SYSAUX からその他のパーティ 

ション個々の概要を抽出 

 グローバル統計は新しいものと元の
パーティション概要を集約することに
よって生成 
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アップグレード後に実施すること 

自動共有メモリ管理の構成 
– Pluggable Database を利用する場合、特に重要 
– SGA_TARGET 

 DB_CACHE_SIZE, SHARED_POOL_SIZE 等を最小値を下回ら 
ない値を定義 

– MMAN によるサイズ変更操作が頻繁に発生する場合
“_MEMORY_BROKER_STAT_INTERVAL”=900 をセットすべき 
 – デフォルト値は30（秒） 

– PGA_AGGREGATE_TARGET 

– MEMORY_TARGET ASM 用途で 
のみ使用すべき、もしくは 
負荷が一定の小規模な環境 
で使用すべき 
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Oracle 11.2 / 12c のパラメータ情報 

OPTIMIZER_DYNAMIC_SAMPLING 

– 統計が利用できない場合、動的統計を収集するかどうか、またその際
のサンプルサイズを制御する 

– デフォルト: 2 
– 値: 0-11 

 0: 動的統計を取得しない 
 2: 最大で最初の64ブロックをチェックし動的に統計を取得 
 11: 新しい設定値 

– オプティマイザが必要な時に動的統計を自動的に使う 
– カーディナリティを確認し、推測時の時間制限を実装 
– 結果は共有可能統計として持続 
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Oracle 11.2 / 12c のパラメータ情報 

OPTIMIZER_USE_PENDING_STATISTICS 
– 値: FALSE | TRUE 
– 新しく作成されたオブジェクト統計のリスクを軽減 

 オブジェクト統計はアップグレードを通して持続 

一時的に保留中の統計に切り替える 

– SQL> exec 
DBMS_STATS.SET_GLOBAL_PREFS('PENDING','TRUE'); 

 その後、新しいOracle 12c の統計は“pending” として収集 
– SQL> DBMS_STATS.GATHER_SCHEMA_STATS('SH'); 

保留中の統計で重要なSQL を確認 
– SQL> alter session set 
optimizer_use_pending_statistics=TRUE; 

 それらすべての結果が良ければ保留中の統計を利用可能とする 

– SQL> exec DBMS_STATS.PUBLISH_PENDING_STATS(); 
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Oracle 11.2 / 12c のパラメータ情報 

STATISTICS_LEVEL 
– 値: TYPICAL | ALL | BASIC 
– ノート 

 TYPICAL （推奨の設定）では以下が可能となる 
– 自動SGA チューニング (SGA_TARGET) 
– 自動統計収集 
– Active Session History (ASH) 
– DML モニタリング 

 このパラメータはほとんどの診断機能の基礎となる 
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Oracle 11.2 / 12c のパラメータ情報 

CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESS 
– 値: DIAGNOSTIC+TUNING | DIAGNOSTIC | NONE 
– ノート 

 NONE を設定するとAWR やASH etc の統計収集を収集しない 
– Diagnostic Pack のライセンスがなければNONE を指定 
– STATSPACK はまだ利用可能だが、多くの機能が制限されている 

 STATSPACK ガイド: MOS Note:394937.1  
 STATSPACK を利用する場合、AWR / ASH は取得しないようにする 

 
 

 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=394937.1
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AWR, ASH およびADDM の設定 

Snapshots 

ADDM 
ADDM 
results 

MMON 

Alerts 

In-memory 
statistics AWR 

SGA 

Reactive 

Proactive 
DBA 
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AWR, ASH およびADDM の設定 

Automatic Workload Repository (AWR) 
– MMON によりデータ収集される 

 デフォルト: 60分毎にスナップショットを取得し、8日間保持 
推奨 
SQL> exec 
DBMS_WORKLOAD_REPOSITORY.MODIFY_SNAPSHOT_SETTINGS(44640,30) 
-- 31 days (=4460min), every 30 minutes 
  

– データはSYSAUX 表領域に格納 – 削除も自動 
– 重要なスクリプト 

 Size and trend:   SQL> @?/rdbms/admin/awrinfo.sql 

 AWR report SI:   SQL> @?/rdbms/admin/awrrpt.sql 

 AWR report RAC:  SQL> @?/rdbms/admin/awrrpti.sql  
 AWR report SQLID: SQL> @?/rdbms/admin/awrsqrpt.sql 
 AWR diff report:   SQL> @?/rdbms/admin/awrgrrpt.sql 
 AWR extract:    SQL> @?/rdbms/admin/awrextr.sql 
 AWR load:     SQL> @?/rdbms/admin/awrload.sql 
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AWR, ASH およびADDM の設定 

Active Session History (ASH) 
– データベース診断において重要 
– MMNL によりデータ収集される 
– ビュー: V$ACTIVE_SESSION_HISTORY 
– 領域と時間の取り扱い 

 固定サイズ、循環バッファ 
2MB x  #CPUs  (max. 5%  SGA or <30MB) 

 1時間分の統計を保存するように設計 
されている、が早々にフラッシュされるか 
一杯になることがある 

 機能に関する情報: Note:243132.1 
– 重要なスクリプト 

 ASH report SI  
SQL> @?/rdbms/admin/ashrpt.sql 

 ASH report RAC 
SQL> @?/rdbms/admin/ashrpti.sql  

 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=243132.1


Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 83 

AWR, ASH およびADDM の設定 

Real-Time ADDM 
– MMON は3秒毎にlock / latch を除く性能統計を取得する 
– MMON はreal-time ADDM 分析を以下のような時に取得する 

 
 
 
 
 
 
 
 

– MMON スレーブ・プロセスはレポート作成し、AWR に格納 
 DBA_HIST_REPORTS view を参照 
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パフォーマンス・チェックリスト 

準備 

プラン・スタビリティ 

テストのパフォーマンス 

パフォーマンスの 
最適化 

 メンテナンス時間帯の調整 
 統計の保持期間の設定 
 増分統計の設定 
 メモリとオプティマイザのパラメータ調整 
 AWR, ASH およびADDM の設定 

 実行計画の維持と転送 

 一般的なテストのガイドライン 
 Real Application Testing 

 パフォーマンスに関する新機能 新機能の適用 

 システム統計 
 自動チューニング・アドバイザ 
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変更後の一般的な状況 

実行計画と統計の「固定化」に挑む 
困難なこと 

– SQL ステートメントは解析され、プランが作成される 
実行中に検証される 
 
 
 
 

– いくつかの条件が変更されたとき（統計、アップグレード、パラメータ） 
新しいプランが作成される – このプランは良いのか悪いのか??? 

HJ 

HJ 

GB 

解析 実行 プランは許容できる 

NL 

NL 

GB 

解析 実行 プランはおそらく 
許容できない 
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プラン安定化を強化する戦略 

ルール・ベース・オプティマイザ？ 
– 以前よりデサポート。詳細はNote:189702.1 を参照 

ストアド・アウトライン？ 
– Oracle 11g から非推奨 

ステートメントの書き換え、再パラメータ化、ヒント ...？ 
– 多くの作業が必要 – 予想可能ではなく、かつ安定していない 

 

SQL Plan Management の使用 
– プラン安定化を強化するEE基本機能 
– 再利用の為SQL プラン・ベースラインに格納されているプランを検証 
する 

– パッケージ: DBMS_SPM 
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SQL プラン・マネジメント 

フェーズ1 – ベースラインのキャプチャ 
– 概要 - OPTIMIZER_CAPTURE_SQL_PLAN_BASELINES=TRUE 

• OPTIMIZER_CAPTURE_SQL_PLAN_BASELINES=TRUEにすると、 
すべての実行プランをベースラインに格納する 

 
解析 

HJ 

HJ 

GB 

計画履歴 

HJ 

HJ 

GB 

計画ベースライン 

実行 プランは許容できる 

初期のプランは 
繰り返されると 

SQL 計画ベースライン 
に加えられる 

SQL MANAGEMENT BASE 
SYSAUX 表領域内に置かれる 

SYSAUXの容量の最大10%を占める 
週1回のジョブで実行計画をチェックし、 

53週間使用されていないものは 
削除する [デフォルト] 

SQL プロファイル 
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SQL プラン・マネジメント 

フェーズ2 – 選択 
– 同じSQL ステートメントを再解析したが、異なるプランが作られる  

» デフォルトでは
OPTIMIZER_CAPTURE_SQL_PLAN_BASELINES=FALSE 
がセットされる 

» コメント: 
OPTIMIZER_CAPTURE_SQL_PLAN_BASELINES=TRUE の時、 
このプランはベースラインに加えられる 

解析 

HJ 

HJ 

GB 

新しいプランが計画
履歴に追加されるが、
それは検証されるま

で使用されない 

NL 

NL 

GB 

GB 

NL 

NL 

計画履歴 

計画ベースライン 
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計画履歴 

計画ベースライン 

計画履歴 

計画ベースライン 

SQL プラン・マネジメント 

フェーズ3 – 発展 
– 概要 

GB 

NL 

NL 

HJ 

HJ 

GB 

GB 

NL 

NL 

DBA 
Optimizer 

GB 

NL 

NL GB 

HJ 

HJ 

同じかよりよいプランが 
SQL 計画ベースラインに 
加えられる 

間違ったプランは 
計画履歴に保持される 

DBA は検証を 
スケジュール 

GB 

NL 

NL 

DBMS_SPM.EVOLVE_SQL_PLAN_BASELINE 
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SQL プラン・マネジメントの設定 

SYSAUX 表領域のSQL 管理ベースでの計画の保持期間を 
変更 

– SQL> exec 
DBMS_SPM.CONFIGURE('plan_retention_weeks',5); 

– デフォルトは53週間分保持 
 プランはLOB セグメントに格納され、縮小できない 

 

SQL 計画管理のソース 
 

Cursor 
Cache Stage table 

SQL Tuning 
Set から計画を

ロード 

カーソル・キャッ
シュから計画を

ロード 

ストアド・アウト
ラインから計画

をロード 

ステージング表
から計画をロー

ド 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 93 

SQL プラン・マネジメント – Upgrade / Outlines 

 アップグレード・シナリオ2 

STS 
exp  imp 

... 

SS 

計画履歴 

計画ベースライン 

GB 

NL 

NL 

GB 

HJ 

HJ 

GB 

NL 

NL 

 
本番環境のクエリの 
アウトラインを取得 

 

アウトラインをExp / 
imp で新しいシステ
ムへ 

DBMS_SPM.MIGRATE_STORED_OUTLINE 
を使い、計画ベースラインに 

実行計画を変換する 
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SQL プラン・マネジメント – Upgrade 

 アップグレード・シナリオ3 
Staging 

 

 

Table 1 

STS 

exp  imp 
expdp  impdp 

DB-Link ... 

STS 

計画履歴 

計画ベースライン 

GB 

NL 

NL 

GB 

HJ 

HJ 

GB 

NL 

NL 

SQL 計画ベースラインに 
10.2 のプランを追加 

GB 

NL 

NL 

すべての新しくてより良いプランが 
計画履歴に格納される 

  

Staging 

 

 

Table 2 
SQL Profiles 

DBMS_SPM.LOAD_PLANS_FROM_SQLSET  
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パフォーマンス・チェックリスト 

準備 

プラン・スタビリティ 

テストのパフォーマンス 

パフォーマンスの 
最適化 

 メンテナンス時間帯の調整 
 統計の保持期間の設定 
 増分統計の設定 
 メモリとオプティマイザのパラメータ調整 
 AWR, ASH およびADDM の設定 

 実行計画の維持と転送 

 一般的なテストのガイドライン 
 Real Application Testing 

 パフォーマンスに関する新機能 新機能の適用 

 システム統計 
 自動チューニング・アドバイザ 
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1. アップグレードをテスト 
– 成功するかどうか？ 
– 所要時間はどれくらいか？ 

2. アップグレード後の機能テスト 
– アプリケーションは正しく動作するか？ 

3. アップグレード後の性能テスト 
– 重要なクエリ、レポート、バッチ・ジョブの時間 

 アップグレード時のオプティマイザ / CBO 統計の管理: Note:465787.1  
– init.ora パラメータやOSパラメータの調整 

通常運用時の負荷を使う! 
– Real Application Testing 

 SQL Performance Analyzer  
 Database Replay 

 
 

一般的なテストのガイドライン 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=HOWTO&id=465787.1
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Real Application Testing 

ゴール 
– システムがどのように機能するかについて見るために、実際のワーク
ロードを記録して、リプレイする 
 プラットフォームに非依存 

– アップグレードの前に不具合や実行計画の変更をみつける 
– アプリケーションの変更に応じ一貫した性能評価をおこなう 

 “Real Application Testing“ ライセンス 
 Oracle Database 11.1.0.6 から提供 
 Oracle Database 10.2.0.4 / 5 パッチセットでも提供 

以下の2つの機能で構成される 
– Database Replay 

 DBMS_WORKLOAD_CAPTURE and DBMS_WORKLOAD_REPLAY 
– SQL Performance Analyzer 

 DBMS_SPA 
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実際の本番データベースのワークロードをテスト環境でリプレイ 
本番環境に修正を加える前に潜在的不安定性を識別し、分析し、そして修正
する 

 

本番環境のワークロードをキャプチャ 
– 実際の負荷、タイミング、並行性といった特性を持つ完全な本番環境のワーク
ロードをキャプチャ 

– テスト環境にキャプチャしたワークロードを移動 
 テスト環境でワークロードをリプレイ 

– テスト環境に必要な変更をおこなう 
– 本番環境と同等の特性のワークロードをリプレイ 
– コミットの順番を遵守 

分析とレポート 
– 発生したエラー 
– データの違い 
– 性能の違い 

 
 

データベース・リプレイ 
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SQL Performance Analyzer 

本番環境 テスト環境 

SQL を取得 

ｸﾗｲｱﾝﾄ /  
ﾐﾄﾞﾙｳｪｱ層 

Oracle 
Database 

SQL を転送 

SQL を再実行 

クライアントやミドルウェア層
は不要 

SQL Performance Analyzer： 概要 
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Enterprise Manager 12c でのSPA 
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SPA の10g / 11g からのアップデート 

セットアップ 
 

SQL Performance Analyzer 

STS 

アップグレード 

R2 

10.2.0.3 11.2.0.3 

SQL をSTS へ取得 STS をロード 

STS 

比較とチューニングの評価を繰り返す 
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結果のレポート 

例： 回帰文とプランのレポート 
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パフォーマンス チェックリスト 

準備 

実行計画の固定 

性能テスト 

性能最適化 

 メンテンナンス・ウインドウの調整 
 保持する統計の環境設定 
 増分統計の環境設定 
 メモリとオプティマイザパラメータの調整 
 AWR, ASH とADDM の環境設定 

 実行計画の保護と転送 

 SQL Performance Analyzer 
 Database Replay 

 パフォーマンスに関する新機能 機能の有効化 

 システム統計 
 自動チューニングアドバイザ 
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負荷統計の収集 

 標準的な負荷、 もしくはCBO が使用するかもしれない不適切な値のシステム統計の収集 

 
 
 
 
 
SQL> select pname NAME, pval1 VALUE, pval2 INFO 
     from aux_stats$; 
 
NAME                      VALUE INFO 
-------------------- ---------- ------------------------------ 
STATUS                          COMPLETED 
DSTART                          04-03-2011 12:30 
DSTOP                           05-03-2011 12:30 
FLAGS                         1 
CPUSPEEDNW              2498,65 
IOSEEKTIM                11,405 
IOTFRSPEED            25595,605 
... 

SQL> EXECUTE dbms_stats.gather_system_stats('start'); 
  << Run it for several hours on a workload – does not generate overhead!!! >> 
SQL> EXECUTE dbms_stats.gather_system_stats('stop'); 

Best Practice ° 
° 

° 
° 
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アップグレード後: 固定表統計 

アップグレード後数日後、固定表統計を作成 
 
 

– 固定されたオブジェクト（X$表）は通常ドキュメントに記載がなく、かつ 
自動統計収集ジョブに紐付けられていません 
調査結果 

– 固定オブジェクト統計が収集されていない場合、MMON 
プロセスはCPU を過剰使用することがある 

– 内部再帰クエリーは良好に動作 

ガイダンス 
– アップグレード1週間後、固定表統計を作成 
– 主要な負荷発生期間に固定表統計を取得 
– 本タスクは年数回実施するだけ 

 

 

Best Practice ° 
° 

° 
° 

SQL> exec DBMS_STATS.GATHER_FIXED_OBJECTS_STATS; 
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手動SQL チューニング vs 自動SQL チューニング 

手動SQL チューニングは複雑で、時間がかかり、限りのない 
作業 
チューニングアドバイザとSQL アクセスアドバイザは 
チューニングのエキスパートのように動作する 
自動SQL チューニングアドバイザはチューニング候補を選択し
ます 
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SQL アクセスアドバイザとSQL チューニングアドバイザ 

SQL アクセスアドバイザ 
–  （たくさんのSQL 文の）負荷が必要 
– 推奨されること 

 索引 
 マテリアライズド・ビュー 
 マテリアライズド・ビューの索引 
 パーティション・アドバイザ 

SQL チューニングアドバイザ 
– 単一のSQL 文に対して動作 
– 広範囲なチューニング・モードのオプティマイザ 
– 推奨されること 

 SQL プロファイル 
 索引 
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SQL Tuning Advisor 

EM内、またはCLI 上で使用できる（DBMS_SQLTUNE 経由） 
– 10g 以降のTuning Pack に含まれる 

2つのチューニング・モードがある 
– “限定モード” – SQL プロファイルを生成しない 
– “包括モード” - すべての分析オプションを使用できる 

SQL プロファイルでは、アプリケーション・コードを変更せず
に実行計画を改善するための情報が提供される 

– 異なるオプティマイザ設定の使用案 
– 間違った / 失効した統計情報の修正案 
– 間違った見積り情報の修正案 
– SQL プロファイルは存在し続ける 
– SQL プロファイルは元のSQL 文を変更するものではない 
– SQL はSQL Tuning Sets (STS) 内にトランスポートできる 

  Note:751068.1 に実行例有り 
– SQL プロファイルはリスクを伴わずにテスト / 検証できる 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&id=751068.1
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SQL チューニング 

例: SQLチューニングアドバイザの結果  SQL プロファイル 
 

  
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SQL チューニング 

例: 新旧のExplain Plan を比較 

 

 

133 
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11g の自動SQL チューニング 
 SQL のチューニング・タスクが完全自動化 

– メンテナンス・ウィンドウで自動的に実行 
– 候補のSQL を特定し、ランク付けしてチューニング 
– SQL Tuning Advisor の活用 

 チューニング候補のSQL が自動的に選出 
– 除外対象: パラレル問合せ、DML / DDL、再帰文、アドホック（低頻度） 

 SQL プロファイルをテストのうえ、（オプションで）実装 
– 改善度の高いプラン (3x) だけを実装 
– 効果の低いプランを避けるために十分な時間を使用 

新しいPL/SQL パッケージ:  DBMS_AUTO_SQLTUNE 
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11g の自動SQL チューニング 

自動SQL チューニングの構成画面 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 141 

11g の自動SQL チューニング 

自動処理！ 

候補のSQL を
選出 

1週間 

ワークロード 

SQL チューニング
の対象 

SQL プロファイルを
テスト 

SQL プロファイル
を実装 

アドバイス情報を 
生成 

DBA 

レポートの参照 / 
プロセスの制御 AWR 
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Real World Checkpoint 

お客様 
Deutsche Messe AG 

– 本社： ドイツ、ハノーバー 
– 全世界で最大の見本市 
– 主要見本市 

 CeBIT 
 ハノーバーメッセ 

– ~1,000,000 m² の展示スペース 

 

顧客 

アップグレード 

成功？ 

備考 

プロジェクト 

制約 

準備 

142 
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Deutsche Messe 

プロジェクト・スコープ 
– Oracle 10.2.0.3 の3ノードRAC クラスタを Oracle 

11.1.0.7 にアップグレード 
 RAW デバイスからASM への移行 
 開発環境DBのために、RMAN ではなくスナップショッ
ト・スタンバイを利用 

 自動SQL チューニングを使用してサード・パーティ・アプ
リケーションをチューニング 

 Sun Solaris 10 
– 初期段階では2つのDBをアップグレード（それぞれ 

~350GB） 
 CeBIT システム 
 オンライン発注Web アプリケーション 

 

顧客 

プロジェクト 

アップグレード 

成功？ 

備考 

制約 

準備 
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Deutsche Messe 

制約 
– ハードウェアは変更しない 
– これまでで“最悪”のアプリケーション... 

 
プロジェクト 

制約 

顧客 

アップグレード 

成功？ 

備考 

準備 

144 
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Deutsche Messe 

パフォーマンス 
– AWR スナップショット 
– 自動SQL チューニングは非常によい結果をもたらした 
– Real Application Testing (Database Replay) により、

CeBIT 2009 中の高負荷を再現 

 
制約 

準備 

プロジェクト 

顧客 

アップグレード 

成功？ 

備考 
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Deutsche Messe 

アップグレード 
– アップグレード、統合、再構築にはData Pump を利用 
– 順調に進行していたが・・・ 

 Impdp の最後の最後でクラスターのノードがダウンし、 
再起動した 

 理由： EMエージェントが暴走し、すべてのRAM と 
スワップ領域を消費してしまったため、クラスタウェアが 
リスタートしてメモリをリセットしたため 

– 改善方法： EMエージェントを、Grid Control と同じ
バージョンにアップグレードした アップグレード 

準備 

制約 

プロジェクト 

顧客 

成功？ 

備考 
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Deutsche Messe 

Live? And alive? 
– Yes!  2009年10月に稼働 

 2010年3月に最大の負荷が予想されていた (CeBIT!!) 
– 全体のダウンタイム: 4時間 
– 以前よりもアプリケーションが高速に 
– 3年前のH/W をそのまま使用 
– 先日、全てのSAP システムを11.2.0.2 にアップグレード 

 
 詳細情報: OOW 2010 presentation and Success Story 

– http://apex.oracle.com/pls/apex/f?p=202202:2:::::P2_SUCHWORT:messe 

– http://www.oracle.com/us/corporate/customers/deutsche-messe-1-db-snapshot-367194.pdf 

 

 

成功？ 

顧客 

アップグレード 

プロジェクト 

制約 

準備 
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備考 

http://apex.oracle.com/pls/apex/f?p=202202:2:::::P2_SUCHWORT:messe
http://www.oracle.com/us/corporate/customers/deutsche-messe-1-db-snapshot-367194.pdf
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Deutsche Messe 

アプリケーションのパフォーマンスを改善 
 

顧客 

アップグレード 

プロジェクト 

制約 

準備 
改善度: 
~250,000倍 !!! 

148 

備考 

成功？ 
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パフォーマンス チェックリスト 

準備 

実行計画の固定 

性能テスト 

性能最適化 

 メンテンナンス・ウインドウの調整 
 保持する統計の環境設定 
 増分統計の環境設定 
 メモリとオプティマイザパラメータの調整 
 AWR, ASH とADDM の環境設定 

 実行計画の保護と転送 

 SQL Performance Analyzer 
 Database Replay 

 パフォーマンスに関する新機能 機能の有効化 

 システム統計 
 自動チューニングアドバイザ 
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SecureFiles 

SecureFiles = 新しいLOB ストレージ技術 
– パフォーマンス向上 
– 重複排除、暗号化の追加機能 

例 
 
 
 
 

 
– 表領域はASSM 管理である必要あり 
– 初期化パラメータ 
 

CREATE TABLE t1 (a CLOB) LOB(a) STORE AS SECUREFILE; 
 

CREATE TABLE t2 (a CLOB) LOB(a) STORE AS SECUREFILE 
    (DEDUPLICATE); 
 

CREATE TABLE t3 (a CLOB ENCRYPT USING 'AES128') 
    LOB(a) STORE AS SECUREFILE (CACHE);  

DB_SECUREFILE = [NEVER | PERMITTED | PREFERRED | ALWAYS | IGNORE] 
   CREATE TABLE t1 (a CLOB); -- this will be a Securefile!!! 
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LONG / LOB  SecureFile 変換 

LONG 型とBasicFiles LOB 型はサポート継続 
– ただし多くの制限あり（サイズ、性能、運用面で） 

推奨: SecureFiles への変更 
– TRANSFORM=LOB_STORAGE:SECUREFILE でのData Pump インポート  
– DBMS_REDEFINITION を使用したオンライン再定義  

 変換例は以下を参照 
Note:728758.1 How to online convert from BasicFiles to SecureFiles 

 利点: 元表は実行中参照可能 

SecureFiles は完全にアプリケーションに透過的! 
– BLOB / CLOB 型のまま 
– 機能的な差分なし 
– PL/SQL (DBMS_LOB) JDBC、.NET、PHP を通したAPI 

リファレンス 
– Wellcome Trust Sanger Institute - >1,000 TB Database 

 
 

https://support.oracle.com/CSP/main/article?cmd=show&type=NOT&doctype=HOWTO&id=728758.1
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圧縮 

索引圧縮は8i以降 
表圧縮は9.2 以降 

– DWH 向けにデザイン 
– ダイレクト・パス、バルクINSERT、CREATE TABLE .. AS SELECT で有効  
– INSERT / UPDATE / DELETE では動作しない 

11g 以前の構文 
 
11g 以降での構文 
 
 

– BASIC は11.2 における DIRECT_LOAD OPERATIONS に代わる句 

12c では移行中の圧縮が変わりました 
– TRANSFORM=TABLE_COMPRESSION_CLAUSE:<clause> でData Pump インポート 

 
 

CREATE TABLE sales_history… COMPRESS 

CREATE TABLE sales_history… 
COMPRESS BASIC  
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Advanced Compression 

Advanced Compression はOracle 11g 以降で動作 
– 全てのタイプのデータ 
– バックアップ  新しいRMAN 圧縮アルゴリズム 
– Data Pump エクスポート 
– Data Guard ギャップ解決とLGWR ASYNC 転送 

リソース要求とコストを削減!!!  
– ストレージ 
– パフォーマンス 

一般的に2倍から4倍の圧縮が可能 
 DML 

非圧縮 

PCTFREE 到達:  
圧縮! さらなるDML  

非圧縮 

PCTFREE 到達: 
圧縮! 

オーバーヘッド 

空き領域 

非圧縮 

圧縮 
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Advanced Compression 
 http://www.oracle.com/technetwork/database/focus-

areas/storage/advanced-compression-whitepaper-130502.pdf 

http://www.oracle.com/technetwork/database/focus-areas/storage/advanced-compression-whitepaper-130502.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/database/focus-areas/storage/advanced-compression-whitepaper-130502.pdf
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Advanced Compression 

Compression アドバイザ 
– DBMS_COMPRESSION since Oracle 11.2 
– Download for earlier releases 

http://www.oracle.com/technetwork/database/options/compression/index.html 

 



Copyright © 2013, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.                Upgrade, Migrate and Consolidate to Oracle Database 12c 160 

Hybrid Columnar Compression (HCC) 

Exadata, ZFS とPillar Axiom 600 Storage のみで利用可能 
– WP: http://www.oracle.com/technetwork/middleware/bi-foundation/ehcc-twp-131254.pdf 

– 追加ライセンス不要 
– ほとんど変更のない履歴データ用 
– とても高い圧縮率 
– 動作 

 表はCompression Units (CUs) 内に構造化される 
– CUs はデータベース・ブロックより大きい 

 Compression Units 内で、データは行の代わりに列で構造化される 
– 列の構造は類似の値をすぐ近くに持ってくる、圧縮の拡張 

 Compression Unit 

10x から
15x 削減 
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パフォーマンス管理 

ラップアップ 

一般的な準備手順 

アップグレード & 移行事例 

フォールバックストラテジー 

はじめに & 概要 

Oracle 12c 新機能 
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Slides Download: blogs.oracle.com/UPGRADE 

 

 
Scroll 
down 
to go 
to the 
slides 

http://blogs.oracle.com/UPGRADE
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